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有機ゴム薬品の素練り効果について (2) 

前回，素練り促進剤，加硫促進剤などの天然ゴムに対す

る素練り効果について紹介した．通常，素練り促進剤を用

いてゴムの粘度を下げることは天然ゴムに多いが，接着あ

るいは粘着剤などの用途で使用する場合 ， 合成ゴムにおい

ても使用することがある．今回は，天然ゴム及び代表的な

合成ゴムに対する素練り促進剤の効果について紹介する．

表1に混練り後のムー ニ ー 粘度，図1に無添加からのム
ー ニ ー 粘度の変化を示した. NRにおいては SS, SZ, SD 

共に十分な素練り効呆がある ． また，SBRにおいてもあ

る程度効果がある． しかし，非硫黄変性CRでは，sz を

用いることで架橋が進行していることが認められる． 硫黄

変性CR, NBR, EPDM及びHNBRでは素練り促進剤の効

果がほとんど無い．

次回も，引き続きゴムの素練りについて紹介する 。

実 験

1. 配合

ゴム100,試料1.50

2. 混練り

75ccバンバリー型ミキサー

ラストミル），ロ ー タ ー 回転数； 70rpm, 練り時間； 3,

スタ ー ト温度； 80-90℃，ダンプ温度； 1105分練り，

-120℃

無添加は，

3. 試料

素練り促進剤；ノクタイザー SS, SZ, SD

5分練り．

ゴム； NR, SBR, 

4. 試験

100℃

CR, NBR, EPDM,

ML-1+4のム ー ニ ー粘度を測定．

1) NOC技術ノートNo.563,
(2007)

ここに記載した内容は，細心の注意を払って行った試験

に基づくものでありますが，結果をすべて確実に保証する

ものではありません．
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表1

図1 無添加に対する素練り促進剤添加による粘度変化
（無添加のムーニー粘度ー素練り促進剤添加のムーニー粘度）

各種ゴムに対する素練り促進剤の効果

素練り促進剤

混練り時間
NR (RSS 1号）

SBR (非汚染）
CR (非硫黄変性）

CR (硫黄変性）
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EPDM (中ジェンE:'1B)
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